
９ ９令和３年９月９日（木）ににオンラインテレビオンラインテレビ会議

形式によりにより、配信会場ののアルカディアアルカディア市ヶヶ谷（東京京、

館私学会館）からから、｢短期大学生によるによる地域貢献活

動をを考える をえる｣をテーマテーマにに開催し ７し、７短期大学４大

学、２自治体、１民間団体のの 4総勢54名がが参集した。した。

本本会議のの 趣開催趣旨はは、 研教育研究をを通じてじて短期大

学とと自治体等がが協働するする地域貢献支援活動のの効果

的なな在りり方をを探求するためするため、私立のの参加短期大学

間でで試行しているしている支援事業のの取組みをみを踏まえまえ、支

援事業ののニーズニーズ及びび教育効果、運営上のの課題をを共

有しし、推進のの可能性等についてについて協議するとともにするとともに、

遠隔授業のの体験をを振りり返りり、学生のの満足度をを高めめ

るる教育のの工夫・改善についてについて、理解のの促進をを目指しし

ている。ている。以下ににプログラムプログラムにに沿ってって詳細をを報告する。する。

話題提供

「遠隔授業の調査結果から：教育の質向上を
目指した短期大学教育のDX化の取組み」

武庫川女子大学教授、教務部次長、遠隔授業
推進特別チーム代表　　　 蓬田 健太郎　氏
2020年８月のの調査によるとによると、遠隔授業でで必要

とされるとされる支援はは、課題のの増加をを受受けてけて｢レポートレポート

のの書きき方｣65％、「パソコンパソコン操作ののサポートサポート」

33.6％であった。またであった。また、学生がが受受けやすいけやすい授業形

態はは、時間とと場所のの制約がなくがなく繰りり返しし学習がでがで

きるきる｢オンデマンドオンデマンド 4型授業｣48.5％、「対面授業」

32.7％、「ライブライブ 1配信型授業」10.8％などであった。などであった。

コロナコロナ禍によるによる新たなたな課題としてはとしては、新学部学

科のの開設によるによる短期大学からから大学へのへのシフトシフトのの加

速、大学でのでの地域連携強化によるによる短期大学教育のの

特色がが目立たなくなることなどによりたなくなることなどにより、短期大学

離れがれが進むというむという大きなきな問題がある。またがある。また、コロコロ

ナナがが長引いておりいており、地域やや学生同士ののコミュニケコミュニケ

ーションーションをを如何にに確保すべきかすべきか苦慮しているがしているが、

大学、短期大学ののDX化をを進めなければいけない。めなければいけない。

具体的には 1には、2021年度よりｅよりｅラーニングシステラーニングシステ

ムムをを利用したしたオンデマンドオンデマンドによるによる｢データサイエデータサイエ

ンスンス・AI教育｣のの全学必修科目のの開始、ペーパレペーパレ

スス化によるによる新入生Ｗelcomeサイトサイトのの構築、入学手

続きのきのＷeb化のの促進、LINEののFAQシステムシステムによによ

るる自動回答、学友会活動ののリアルタイムリアルタイム配信によによ

るるオンラインオンライン化をを進めている。めている。

今後のの展望としてはとしては、遠隔授業によるによる入学前・

入学後ののリメディアルリメディアル教育のの充充実、教育のの質をを担

保したした遠隔教育のの活用、遠隔手法をを活したした正課外

教育のの充充実、DXをを促進するためにするために 割縦割りからりから横

織断型組織へのへの再構築をを目指したした準備をを進めている。めている。

コンソーシアム活動報告１

「高齢者支援事業を目指した、ICTによる世
代を超えた交流活動の試行」

発表者：
実践女子大学短期大学部

本協会運営委員　　　　 三田　　 薫　氏　
山野美容芸術短期大学　　 及川 麻衣子　氏
合同会社ババラボ代表　　 桑原　　 静　氏　
2020年度にに｢短期大学によるによる地域貢献支援事業

コンソーシアムコンソーシアム｣がが発足し そのし、その一つとしてつとして「高

齢者とのとの交流をを促進しし、課題解決策をを導きき出すす支

援事業 の」の試行にに両短期大学がが参加することになすることにな

りり、協働事業ががスタートスタートした。した。

2020年度はは、前期もも後期もも火曜日のの昼休み1み12

時半からから20分間実施した。した。両学期ともとも実践とと山

野のの学生同士のの交流がが２回、異世代者とのとの交流がが

３回、合わせて５わせて５回実施した。した。活動方法ははZoom

ののブレイクアウトルームブレイクアウトルームにに分かれかれ、３人から５から５人

でで話すというものですというもので、ミニプレゼンテーションミニプレゼンテーションをを

学生、高齢者がが行ったった後でで、交流するする形になってになって

いた。いた。異世代者ののICTのの利用はは、両校のの教職員がが

サポートサポートした。した。コロナコロナ禍のの副産物としてとして学生ががオオ

ンラインンライン授業ででZoomにに習熟していたためしていたため、学生

のの多くはくは自宅からこのからこの活動にに参加することができすることができ

た。た。学生たちはたちは他のの短期大学のの学生とと話せるといせるとい

うう喜びとびと、異世代者とのとの交流によりにより、コミュニケコミュニケ

ーションーションややプレゼンテーションプレゼンテーションののスキルスキル、社会人

基基礎力がが向上していることがしていることが確認された。そのされた。その時

のの課題としてとして、テーマテーマ選びのびの難しさしさ、 器機器のの操作

にに不慣れなれな異世代者ののサポートサポート体制のの維持があっがあっ

た。そうしたた。そうした中、シニアシニア向けにけに生涯学習のの機会をを

提供しているしているNPO法人BABA labをを新聞記事でで知

りり、協力をを打診した。このした。この団体のの高齢者ははICTにに

精通しし、YouTubeでで動画をを数多くく発信していた。していた。

12021年度はは、学生もも異世代者もも参加人数がが増

えたえた一方、昼休みのみの活動時間がが両校ののスケジュースケジュー

ルル変変更で1で15分となった。となった。ブレイクアウトルームブレイクアウトルーム

を1を15部屋用意してして、１部屋にに学生２〜３名にに異

世代者１〜３名でで実施した。した。時間がが短くなったくなった分、

すぐにすぐに話題がが盛りり上がるようがるようテーマテーマをあらかじめをあらかじめ
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用意してして準備させた。させた。例えばえば、学生同士のの場合はは

｢自分がはまっているものがはまっているもの｣、異世代者とのとの交流でで

はは、学生がが｢小さいころからさいころから大好きなきな料理メニュメニュ

ーー｣、異世代者はは｢若いい友達ができたらができたら、一緒にどにど

こにこに行ってって何をしたいか というをしたいか｣というテーマテーマでで１分間

プレゼンプレゼンをしたをした後、交流をを行った。った。

活動のの前後にに行ったった調査ではでは、学生はは初対面のの

人とでもとでも恥ずかしがらずにずかしがらずに話せるようになりたいせるようになりたい

というという希望がが多くく、実際にに｢会話力をを向上させるさせる｣

がが 伸一番伸びていた。またびていた。また、最初はは期待していなかしていなか

ったがったが、｢メンバーメンバー間ののチームワークチームワーク｣もも大きくきく伸伸

びていた。これはびていた。これは異世代者とと話すす際にに、学生同士

でで協力してして何とかとか会話をを続けようとけようと努めためた結果のの

ようであった。ようであった。異世代者のの参加動機はは｢家族やや知

りり合いにいに頼まれたから のまれたから｣の他にに｢ 器機器ややアプリアプリのの使

いい方をを覚覚えたいえたい｣、｢自分がが話すことですことで若いい人にもにも

役立つことがあるかもしれない といったものがつことがあるかもしれない｣といったものが

多かった。かった。

活動後のの振りり返りのりのインタビューインタビュー映像ではでは、異

世代者がこのがこの活動をを若者がが社会にに出たた後にに役立つつ

有意義なな活動としていることがとしていることが紹介された。さらされた。さら

にに、教職員・自治体職員からはからは、地域・企業・社

会がが学びび合いのいの｢場｣をを作ることがることが、大事であるこであるこ

とがとが確認された。された。

課題としてはとしては、プレゼンプレゼンやや司会のの事前練習のの必

要性をを確認した。した。成果としてはとしては、プレゼン コミプレゼン・コミ

ュニケーションスキルュニケーションスキルのの獲得、異世代からから多くのくの

学びび・気づきをづきを得た。た。例えばえば、コミュニケーショコミュニケーショ

ンンがが苦手なな学生をを高齢者がが励ましておりましており、一方通

行のの貢献ではなくではなく双方でで得るる活動になっていた。になっていた。

高齢者とのとの交流活動をを続けていくにはけていくには、一つのつの

短期大学でで完結するのではなくするのではなく、複数のの教育機関

とと 織異世代組織、自治体がが連携することですることで、可能性

がよりがより一層広がっていくことをがっていくことを感じた。じた。今後もも大

学間・異世代者間・自治体やや民間団体のの連携をを強

化しし、SDGsのの｢パートナーシップパートナーシップでで目標をを達成しし

よう のよう｣の実現をを目指していきたい。していきたい。

最後ににNPO法人BABA lab代表のの桑原静氏のの話

としてとして、若いい世代ととシニアシニアははコミュニケーションコミュニケーション

不足からから分断がが進みつつあるがみつつあるが、今回参加したしたシシ

ニアニアからから、若者とと共通のの話題でで話せてせて楽しかったしかった

こと このこと、この活動をを通してして自分たちにもたちにも貢献できるできる

ことがあるとことがあると感じたことについてのじたことについての報告があったがあった。。

コンソーシアム活動報告２

「地域価値発見支援事業を目指した、三重県
志摩市とのパールズコレクションとコロナ後
の連携体制の展望」

発表者：
大阪夕陽丘学園短期大学　   治京　玉記　氏
三重県志摩市水産課　　　   石熊　　喬　氏
別府大学短期大学部　　　   衛藤　大青　氏
和泉短期大学　　　　　　   深町　和哉　氏

大阪夕陽丘学園短期大学はは、志摩市とと｢文化・教

育・学術・まちづくりまちづくり等のの分野のの推進にに関するする連

携協定｣をを行いい、真珠のの魅力ををPRするためするため、キャキャ

リアリア創造学科のの学生、教職員がが参加しし、志摩スペスペ

インイン村ででアコヤアコヤ真珠ををアクセサリーアクセサリーにしたにしたオリジオリジ

ナルファッションショーナルファッションショー、真珠製作体験、ネイルネイル

体験などをなどを企画・演出するする「パールズコレクショパールズコレクショ

ンン」2020年２月にに実施しし、遠隔ででショーショーのの様子

をを 橋 街大阪天神橋筋商店街ににパブリックビューイングパブリックビューイング

でで 継同時中継した。した。

12021年２月のの「パールズコレクションパールズコレクション では」では、

ファッションショーファッションショーにに加えてえて、SDGｓのの企画としとし

てて再使用生地のの無償提供によるによる「シルバニアファシルバニアファ

ミリーミリー人形 の」の着せせ替えなどのえなどの準備をしていたがをしていたが、

急遽、コロナコロナ感染症のの拡大によるによる緊急事態宣言がが

延長されされ中止となった。なおとなった。なお、パールズコレクシパールズコレクシ

ョンョン以外ではでは、志摩市市民講座においてにおいて、志摩市

オリジナルマスクオリジナルマスクのの製作行いい、高いい評価をを得た。た。

現在、2022年大阪開催ののパールズコレクションパールズコレクション

にに向けてけて学生主体のの企画チームチームをを結成しし、市民講

座のの継 消継続開催、地産地消ののアオサアオサ海苔のの佃煮イベイベ

ントントののPRなどのなどの準備をを始めている。めている。コンソーシコンソーシ

アムアム連携体制のの展望としてはとしては、プラットフォームプラットフォーム

のの構築、海苔をを入れたれた 消地産地消ののイノベーションイノベーション

ととSDGs、フレームワークフレームワークとしてのとしての利用がが考えらえら

れるとのれるとの報告があった。があった。

続いていて、志摩市役所水産課のの担当者からから、海水

温上昇でで真珠水揚げげ量のの減少、コロナコロナ禍によるによる観

光客のの減少等もも重なりなり、真珠業界はは非常にに厳しい。しい。

真珠のの素晴らしさをらしさを、県内外にに広くく発信するする事業

をを進めているがめているが、志摩市内にに短期大学やや大学がながな

くく、若いい人材のの視点やや考えがえが不足している。そこしている。そこ

でで、若いい方々にに英虞湾ののアコヤアコヤ真珠をを知っていたっていた

だき そのだき、その活用方法をを考えていただくことがえていただくことがPR

効果があるとがあると考ええ、大阪夕陽丘学園短期大学とと連

携しし、若いい人材ややノウハウノウハウをを提供いただくことにいただくことに、

非常にに大きなきな期待をしていることがをしていることが紹介された。された。

続いていて、別 食別府大学短期大学部食物栄養科からから、

2020年度にに三つのつの事業をを実施したした取組みがみが報告

された。された。一つはつは津久見市観光協会、地元企業などなど

がが協力しし、津久見産のの海産物とと米こうじをこうじを使ったった

発酵調味料｢ととのみそ をととのみそ｣を開発し 1し、2021年度中にに

商品化までこぎつけたいとしている。までこぎつけたいとしている。二つはつは、大

分のの新聞社とと協力しし郷土料理のの伝承をを目的としたとした

郷土料理ののレシピレシピをを学生がが作成しし、YouTube上でで

公開した。した。三つはつは、県下のの高校とと連携しし、郷土料

理のの減塩レシピレシピををメールメールととZoomでで打ちち合わせをわせを

行いい、コンテストコンテストにに応募した。した。新聞社からから、改めめ

てて大分県のの価値をを発見できたというできたという反応があっがあっ

た。た。今後のの展望としてはとしては、学生ののアイディアアイディアをを生

かしかし、県下のの自治体・企業等とと協力しし、新しいしい地

域価値としてとして、物品やや食食品などをなどを作成することすること、

他地域のの短期大学・大学ともとも交流をを拡大しながしなが

らら、学生同士、教員同士のの情報交換でさらにでさらに新しし
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プラットフォームプラットフォームはは、各短期大学のの地域課題のの

解決にに向けたけた取組みのみの共有、支援事業のの内容・成

果、教育活動ののノウハウノウハウ・評価等のの掲掲載をを通じてじて

地域貢献支援へのへの理解促進とと推進普及をを目指してして

いる。いる。Webツールツールはは「Google Classroom を」を使用

している。している。特徴としてはとしては、動画・音声付レポートレポート

などをなどを容易にに登録・整理できでき、登録情報はは会員間

のの中でで容易にに参照できる。またできる。また、公開するする情報のの

総量にに制限がなくがなく、登録したした情報ののセキュリティセキュリティ

はは確保されておりされており、会員短期大学ではではサーバサーバなどなど

設備のの準備がが不要でで、一切おお金がかからない。がかからない。私

立大学情報教育協会（以下「私情協」とと言う かう）か

らら非営利団体向けのけのアカウントアカウントとがとが提供されておされてお

りり、会員（無償）になればになれば簡単ににClassroomににアア

クセスクセスすることができる。することができる。

各短期大学はは、地域貢献活動のの作業過程でで発生

するするインタビューインタビューのの生情報、学生ののレポートレポート・論

文などをなどを管理するする作業環境はは 別個別にに用意するする必要

があるががあるが、公開可能なな活動結果（レポートレポート、論文、

資料）ははコンソーシアムコンソーシアムののプラットフォームプラットフォームであであ

るるClassroomにに登録・保存・公開することができすることができ

る。これらのる。これらの情報はは参加するする各短期大学がが自由にに

閲覧しし、共有することができる。またすることができる。また、プラットプラット

フォームフォームにに会員ののアカウントアカウントをを作成するなどのするなどの管

理はは私情協がが行いい、利用マニュアルマニュアルのの整備などのなどの

運用支援はは、「域課題取組みみ情報共有のの支援事業」

がが活動のの一環としてとして担当している。している。

コンソーシアムコンソーシアムにに参加するする短期大学はは、メンバメンバ

ーーごとにごとに私情協がが発行するするアカウントアカウントをを使ってって

Google Chromeににログインログインしし、サービスサービスののメニュメニュ

ーーからからClassroomをを選択してして容易ににプラットフォプラットフォ

ームームのの画面をを表示することができる。することができる。各短期大学

はは活動ごとごと、事業ごとにごとに、Classroomのの情報のの分

類項目であるである「クラスクラス を」を新設することができすることができ、

クラスクラスのの情報項目(トピックトピック)にに、公開できるできる活動

のの状況状況やや成果をを任意ののファイルファイル形式でで複数登録すす

ることができる。ることができる。「地域課題取組みみ情報共有のの支

援事業 が」がクラスクラス名となりとなり、「私立短期大学によによ

るる地域貢献・地域課題取組事例紹 が」がトピックトピックにに

あたる。あたる。トピックトピックにはには複数のの記事をを登録できるができるが、

登録例ではでは、トピックトピックとと同名のの記事１個でで構成ささ

れる。このようにれる。このように、プラットフォームプラットフォームではでは活動のの

成果などのなどの公開情報をを無償でで、分かりやすくかりやすく、簡

便にに登録できでき、他のの短期大学からのからの参照もも容易にに

行うことができる。うことができる。

全体討議

「短期大学間による地域貢献支援事業のコンソ－
シアム活動を考える」
はじめにはじめに戸高運営委員長からから、「教室でで学んだんだ

ことをことを、社会のの実践のの場でで他のの大学生とともにとともに地

域課題へのへの解決策をを提案するするチャレンジチャレンジがが極めてめて

大事になる。それにはになる。それには、インタネットインタネットをを最大限にに

いい価値のの発見にに結びび付けていきたい。けていきたい。

続いていて、和泉短期大学児童福祉学科からのからの取組

みがみが報告された。された。2020年度新型コロナウイルスコロナウイルス

にに翻弄されされ、｢子育てひろば などてひろば｣など地域のの親子をを招

いてのいての活動ができなかった。ができなかった。児童虐待防止運動へへ

のの参加はは、毎年オレンジリボンオレンジリボン２千個作成しし相模

原市にに届けていたがけていたが、去去年はは千個にに減らしらし、街街頭

でのでの配布活動もも行うことができなかった。うことができなかった。今後のの

展望としてはとしては、他大学のの知見をを取りり入れれ、地域のの

課題解決にに、学生ののアイディアアイディア活かしてかして取組むむ方

策をを考えていきたい。えていきたい。

コンソーシアム活動報告３

「地域課題取組情報共有の支援事業Webサイ
トの紹介」

発表者：
※　コンソーシアムにおけるWebサイトの紹

介と提案　　志學館大学　大重　康雄　氏
※　プラットフォームの現状

清和大学　　西岡　健自　氏

１．コンソーシアムにおけるWebサイトの紹介
と提案

館志學館大学のの大重運営委員からから、コンソーシアコンソーシア

ムムにおけるにおけるWebサイトサイトのの紹介についてについて、次のようのよう

なな報告がが行われた。われた。複数のの短期大学とと自治体等関

係機関がが参加しし、教育をを通じてじて地域貢献支援事業

をを推進するためするため、関係者間のの情報共有をを目的にに

Webサイトサイトをを構築した。した。今回ののWebサイトサイトでで取りり

上げたげた私立短期大学はは、文部科学省｢令和２年度

私立大学開革総合支円事業（タイプタイプ３）」にに採択

されたされた短期大学からのからの抜粋で 1で、13校ののホームペホームペ

ージージからから地域貢献等にに関わるわる部分ののURLをを 挙列挙しし

た。た。連携するする短期大学各校やや地方公共団体、企業

とでとで形成するするプラットフォームプラットフォームでで、共有するするデーデー

タタををアップロードアップロードしてして閲覧することができるようすることができるよう

になっている。になっている。掲掲載するする情報ののタイトルタイトルもも、自由

につけることができにつけることができ、活動情報ををコンソーシアムコンソーシアム

ののメンバーメンバーとと共有することができる。また すですることができる。また、すで

にに公開しているしている情報ののURLなどをなどをプラットフォープラットフォー

ムムにに載せればせれば、コンソーシアムコンソーシアムののメンバーメンバーががプラプラ

ットフォームットフォーム経由でで参照することができる。さらすることができる。さら

にに、他のの短期大学のの活動をを参照してして、活動のの参考

とする あるいはとする、あるいは直接コミュニケーションコミュニケーションをを行いい、

活動のの連携をを実現することもできる。することもできる。

今後のの地域課題へのへの取組みのみの活性化、場合によによ

ってはっては短期大学のの連携のの糸口としてとして、コンソーシコンソーシ

アムアムにに参加いただきいただき、プラットフォームプラットフォームをを活用いい

ただくことをただくことを提案する。する。

２．プラットフォームの現状

清和大学のの西岡運営委員からから、プラットフォープラットフォー

ムムのの 状現状についてについて、次のようなのような報告がが行われた。われた。
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活用してして、思考をめぐらしをめぐらし、社会実践につなげてにつなげて

いくいく訓訓練がが必要になる。になる。授業やや課外活動レベルレベルでで

できるところからできるところから、他のの大学・短期大学とと知見をを

共有しし、地域貢献活動をを効果的にに進められるようめられるよう、

問題提起をを踏まえてまえて短期大学間によるによる地域貢献支

援事業ののコンソーシアムコンソーシアム活動をを考えることにしえることにし

た とのた」との全体討議のの趣趣旨についてについて説明があった。があった。

続いて つのいて、２つの問題提起がが行われた。われた。

｢問題提起１｣としてとして、大重委員からから「短期大学

間によるによる地域貢献支援事業ののコンソーシアムコンソーシアム活動

プラットフォームプラットフォーム活用へのへの課題・対応策 につい」につい

て 4て、「2040年にに向けたけた高等教育ののグランドデザイグランドデザイ

ンン答申 に」に具体的なな地域連携プラットフォームプラットフォーム

（仮称）のの考ええ方がが出ている。ている。令和２年にはには｢地域

連携プラットフォームプラットフォーム構築にに関するするガイドライガイドライ

ンン｣においてにおいて、大学はは地域社会にに対してどのようしてどのよう

なな貢献ができるのかができるのか、地域社会はは大学のの 研教育研究

機能にに何をを求めているのかめているのか、恒常的なな議論のの場をを

設けることをけることを認識したした上でで、コンソーシアムコンソーシアム活動

におけるにおけるプラットフォームプラットフォーム活用へのへの課題・対応策

がが次のようにのように提起された。された。

①①プラットフォームプラットフォームはは、単位化されたされた授業科目

又はは課外活動等、共通的なな目標・方針をを確認してして

おくことがおくことが大事である。②そのである。②その運営にに当たってはたっては、

セキュリティセキュリティ等ののシステムシステム管理、情報メンテナンメンテナン

スス等がが必要だがだが、私情協ののプラットフォームシスプラットフォームシス

テムテムでで対応できる。できる。コンソーシアムコンソーシアムのの維持費用等

のの課題がが出てくる。てくる。対応としてはとしては、共通的なな負担

経費のの 補分担、地域創生推進交付金等補助金のの活用、

関係事業者からのからの経費支援、クラウドファンディクラウドファンディ

ングングをを利用するする等のの選択がが考えられる。③えられる。③コロナコロナ

禍でのでの地域連携活動をどのようにをどのように考えていくべきえていくべき

かがかが課題である。である。不特定多数のの 触接触をを避けるためけるため、

ICTをを駆使したしたリモートリモート環境がが必須である。である。正課

外のの地域貢献活動にもにも私情協ののプラットフォームプラットフォーム

をを活用いただきたい。④いただきたい。④地方公共団体とのとの連携のの

内容・方法をどのようにをどのように考えるべきかについてえるべきかについて

はは、私情協ののサポートサポートをを得てて、地域課題のの共有とと

支援活動ののノウハウノウハウをを共有しし、短期大学のの教科にに

役立てる。⑤てる。⑤コンソーシアムコンソーシアムへのへの参加短期大学はは、

プラットフォームプラットフォームにに蓄積されるされる地域課題解決ののププ

ロセスロセスををPBL等のの教育上ののロールモデルロールモデルにに是非活

用してもらいたい。してもらいたい。

｢問題提起２｣としてとして、日野市役所のの中平氏からから

｢自治体からから見たた短期大学又はは短期大学間とのとの連

携協力のの有用性とと推進方策｣についてについて、日野市はは

「生活課題産業化 として」として、住住民・企業・大学等

とと行政がが対話をを通じてじて社会課題のの解決ととイノベーイノベー

ションションのの創出にに取組んでおりんでおり、社会的なな学びをびを共

有するする場としてのとしての｢リビングラボリビングラボ｣でで住住民・企業・

大学・学生もも社会実証にに参加している。またしている。また、内

閣府のの｢SDGs未来都市｣にに選定されされ、地元のの高校

とのとのSDGsををテーマテーマにしたにした探求学習をを推進したとしたと

ころころ、リビングラボリビングラボのの出会いをきっかけにいをきっかけに触触発ささ
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れれ、大人のの姿勢にに変変化がが生じてきている。じてきている。短期大

学には よりには、より社会にに近いい視点、短いい期間でのでの効果

的なな学習というという面でで、SDGs、リビングラボ ソリビングラボ、ソ

ーシャルラーニングーシャルラーニングにおいてにおいてニーズニーズがあるのでがあるので連

携にに大いにいに期待している。している。

以上のの問題提起をを踏まえてまえて、意見交換した。した。

①①　地域貢献活動にに対するする短期大学教育としてのとしての

有用性についてについて、参加者からから意見がなかったががなかったが、

戸高委員長からから、「教育プログラムプログラムがが過重のたのた

めめ、全員のの訓訓練にはには限界がある。がある。希望学生をを対

象にに、課外活動のの一環としてとして学生のの興味・関心

のの高いいテーマテーマをとりあげをとりあげ、自分達のの問題としてとして

捉えてえて行動をを起こせるこせる仕掛けがあるのではないけがあるのではない

か。か。例えばえば、Instagramなどのなどの映像ややデザインデザイン等

をを用いたいた地域価値のの発見、高齢者のの生きがいをきがいを

高めるめる体験談のの紹介などなど、短期大学生特有のの支

援がが発揮できるとできると思う。 とのう。」との発言があった。があった。

②②　地域貢献支援事業のの教育上のの位置づけについづけについ

てて、単位化したした授業のの実施がが理想とと思うがうが、学

内のの合意形成、支援体制のの準備にに時間がかかりがかかり、

費用負担等のの問題がが生じるので できるところじるので、できるところ

からから試行しし、希望学生によるによる課外活動をを実施すす

るる考えにえに、意思表示をを求めたところめたところ、参加者のの

３分の からの２から賛同をを得た。た。

③③　参加校のの存在意義をを高めめ合うう私情協ののプラップラッ

トフォームトフォームをを活用してして行動をを起こすこす考えにえに、意

思表示をを求めたところめたところ、３分の からの２から賛同をを得

た。た。

④④　自治体等とと連携をを進めるめる上でで考えておくべきえておくべき

課題についてについて、特にに配慮すべきはすべきは、自分たちのたちの

幸せとせと社会のの幸せをせを追求しながらしながら問題提起しし、

課題解決にに向けたけた支援事業をを考えることがえることが大事

とするとする考えにえに、意思表示をを求めたところめたところ、４割割

からから賛同をを得た。た。

⑤⑤　コンソーシアムコンソーシアムでで解決策をを発信、情報共有すす

るるプラットフォームプラットフォームのの維持管理費のの負担についについ

てて、自治体等のの財源（地域創生推進交付金等）

のの活用、クラウドファンディングクラウドファンディングをを中心としてとして

不足分をを参加短期大学間でのでの分担などがあるなどがある

がが、地域貢献支援事業のの公共性にに鑑みみ、自治体

のの財源をを積極的にに確保することをすることを基本基本とするとする考

えにえに、意思表示をを求めたところめたところ、３分の からの２から

賛同をを得た。た。

そのその上でで、委員からから、 補公的補助をを検討するする過程

でで地域課題をを見直すす機会となる。となる。短期大学間、教

員同士のの連携強化がが自治体とのとの様々なな交渉でで、非

常にに重要なな要素になるとのになるとのコメントコメントがあった。があった。

続いていて、戸高委員長からから、地域のの役にに立ちたいちたい

というという短期大学生のの純真なな心にに訴えてえて、個人とと社

会全体のの幸せをせを考えるえるウェルビーイングウェルビーイングのの価値観

のの醸成、地域価値掘りり起こしのこしの魅力をを、参加校がが

共有しし、連携をを強化できればとできればと考えているとのえているとの総

括がが行われわれ、終了した。した。
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